
【パート１】

＠唯那

『あのっ……！　先生お願いです……騒いだり、逃げたりしませんから……話を聞いてください』

＠唯那

『手錠……せめて、この手錠を外してくれませんか……手首が痛いんです』

＠唯那

『私の、し、下着を盗んでいたこと、学校にも警察にも……話しませんから……！』

＠唯那

『いくらでも差し上げます……！　好きなだけ、どうぞっ……！　持って行ってください……！』

＠唯那

『ですから……どうか、どうか手荒なことはしないでください、先生……！』

＠唯那

『……あの……聞いていますか？　私の声、聞こえてます……よね？』

＠唯那

『うぅ……今まで、生真面目で親切な方だと、思っていたのに……』

＠唯那

『まさか下着を盗みに……女子寮の私の部屋に忍び込むなんて……』

＠唯那

『しかも手錠なんか持って……いったいなにをするつもりだったの……』

＠唯那

『とにかく刺激しないように……なんとか説得しないと……！』

＠唯那

『私の母は理事長です。もちろんご存じですよね』

＠唯那

『何かあっても、私が口添えします。ですから安心してください、落ち着いて……』

＠唯那

『……？　なぜ私の身体をそんなに見ているのですか？　そんな息を荒くして……？』

＠唯那

『……まさか、まさか……！？　先生？　先生違いますよね？　酷いこと、しませんよね？』　

＠唯那

『い、いやっ……嘘っ……！　やめて、近づかないで……！　いやっ……いやぁっ……！』

＠唯那

『……んんっ！？　んっ、んーっ！！』

＠唯那

『やめっ……！　キスッ……舌を、舌を入れないで……！　やだ、気持ち悪い……！』

＠唯那

『んんぁっ、んっ、ちゅぅっ、ちゅぶっ、ちゅっ、んうぅ、んううぅぅ！』

＠唯那

『いやっ！　いやぁ！　やめて、離してぇ……やだ、やだぁぁぁ！』



＠唯那

『んんんっ！？　んちゅ、ぢゅるっ、ぢゅるるるっ、んちゅぅっ！』

＠唯那

『んくっ、んくっ……んっ、んふぅぅう……ううううっ……』

＠唯那

『ごくんっ……、はぁ、はぁ……けほっ、けほっ……うぇ……』

＠唯那

『唾液……飲んじゃった……うぅ……もうやだぁ……』

＠唯那

『あ、あの、あの……お願い、乱暴しないで……もう酷いことしないで、あのっ……』

＠唯那

『あっ……ブラ返して……！　うぅ……そんなにじっと胸見ないで……！』

＠唯那

『男性に見せるなんて……お父さま以外に、誰にも見せたことないのに……』

＠唯那

『ひゃうっ……そ、そんなに強く揉まないでっ……痛いですっ……』

＠唯那

『揉まれても気持ちよくなんかありません……ひゃあっ！？』

＠唯那

『ち、違います……！　感じてなんかいません、びっくりしただけです……！』

＠唯那

『どこって……その……ち、ちく……言えません……あっ、あぁんっ』

＠唯那

『つ、摘ままないでください……ちくび、ちくびを摘ままないでっ……』

＠唯那

『ふっ、んっ……うぅ、くすぐったいだけです、気持ちよくなんかないです……』

＠唯那

『……あっ！？　あ……そんな、ところまで……触らないでくださいっ……』

＠唯那

『どこって……それも言うんですか？　か、下半身、です……足の間……です……』

＠唯那

『ちゃんと言えたら触るのをやめてくれるんですか……？　わかりました……』

＠唯那

『あ……あそこ、です……！　あそこ触らないでっ！』

＠唯那

『あっ、あっ……！　どうして……っ？　そんな恥ずかしい言葉、言いたくない……！』

＠唯那

『いやぁ……！　言います、言いますからぁ……！　おまんこ……おまんこ触らないでっ……！』



＠唯那

『いやっ、いやぁ……どうして……やめてくれるって言ったのに……あっ……！』

＠唯那

『んぅぅ……下着の上からおまんこを指でグリグリしないで……』

＠唯那

『あぁっ……やめて、胸……そんなに強く潰さないでぇ……苦しい……』

＠唯那

『あっ！？　あっ、あっ……やっ……やっ、あぁっ……どうしていきなり乳首を優しく撫でるの……』

＠唯那

『やっ、あぁっ……ゾクゾクする……違う、違います、感じてなんかない、こんなの苦痛なだけ……』

＠唯那

『あっ、あっ！　あっ、それ、やめてくださいっ、乳首をカリカリするのやめてっ……』

＠唯那

『あっ！？　あぁああっ……！　やめてパンツを取らないで、それだけは許して……！』

＠唯那

『うぅう……っ……こんなこと、ひどい……私は先生のこと誰にも話さないって約束したのに……』

＠唯那

『なのにっ……どうして……足を拡げられて、パンツを脱がされて、こんな屈辱を……』

＠唯那

『ひっ……いやっ……足を拡げないで……そんなにじっとおまんこを見ないでください……』

＠唯那

『おまんこ拡げないで……恥ずかしい……違います、濡れてなんかいません……！』

＠唯那

『え……？　は、はい、処女……です……。　はい、嘘じゃない、です……』

＠唯那

『母から厳しくしつけられて……在学中は男女交際はダメって言われてます……』

＠唯那

『私は……紅皇学園、生徒会長の皇唯那で……皇一華の娘ですから』

＠唯那

『皇家の女たるもの清く正しく美しく……正真正銘の処女なんですっ……』

＠唯那

『だから……許してください先生、私にとって、いずれ出会う大事な人にあげたいとても大事なものなんですっ……！』

＠唯那

『……せ、先生？　どうしてそんなに……嬉しそうに笑っているんですか？』

＠唯那

『あぁ……やっ、だめ……あっ、そこに指なんて……挿れたことないっ……のにっ……あっ！』

＠唯那

『んんっ……やだ……やめてっ……指がおまんこの中に入ってきて……拡がってますっ……』



＠唯那

『あっ、あ……っ、やっ……あ……指を抜き差しして……ふっ、あっ……奥まで……』

＠唯那

『や……ぁうぅ……お腹が苦しいです……変な感じです、はぁ、はぁ……あぁ……あぁぁ……』

＠唯那

『ち、違います、おしっこ出したいわけじゃないですっ……くっ……うぅ……』

＠唯那

『おまんこを拡げられて、指入れられて痛いだけです……気持ちよくなんかないです』

＠唯那

『んっ、んん……っ、ふっ……ふー、ふー……、うんんっ……！』

＠唯那

『こんな屈辱耐えてみせます……私は皇家の、皇一華の娘なんですからっ……』

＠唯那

『ん……、ハァ、ふぅ……、ん、うぅ……指の動きがゆっくりに……？』

＠唯那

『お腹の裏側をくすぐるみたいにっ………くっ……うぅ……うんんっ……』

＠唯那

『んっ、んん……っ、浅いところに指ひっかけて、何度もグリグリって…っ』

＠唯那

『んひぃっ、ひっ……、んくっ……ひぃ、ひぁっ、あぁぁぁんっ』

＠唯那

『なに、この声……私の声なの……？　私なんてはしたない声を……』

＠唯那

『Ｇスポット…？　そんなの知りません……あっ……あっ！　あぁっ！？』

＠唯那

『ダメっ……そこダメっ……何度も押さないで、グリグリしないでっ……』

＠唯那

『ひぃあぁっ！　やだっ……勝手に声出ちゃう、腰がじんじん熱くなってくるっ……』

＠唯那

『んぁあっ……！　だめっ……！　あっ、あっ、あ……あ……ああああっ！　声、我慢できないっ……』

＠唯那

『ひぃっ、いっ、ひっ……おまんこかき回されてる……ひぁあっ、いやぁあっ……！』

＠唯那

『あっ！　あっ、あっ！　私のお腹、おかしくされちゃうっ……うぁっ、ひぁっ！　やぁっ！　あっ！』

＠唯那

『いやぁああっ……なにか、でるっ、だめぇぇええっ……いやっ、いやぁあっ！』

＠唯那

『やめて、先生やめてっ、それやめてくださいっ！　ほんとうに、でる、出ちゃうのっ、やぁっ』



＠唯那

『お手洗いに行かせてくださいっ、お漏らしなんて、恥ずかしい……絶対イヤ、イヤですっ……！』

＠唯那

『やめてっ、やめてっ……ここじゃいやっ……いや……あっ、あぁああっ、やぁああああぁああああっっ！！』

＠唯那

『あぁあ……出ちゃう……出ちゃった……お漏らししちゃった』

＠唯那

『私は……生徒会長なのにぃ……皇家の女……なのに……やだ……やだぁ……』

＠唯那

『胸が苦しい……怖い、怖いよぉ……私の身体、どうなってしまったの……？』

＠唯那

『ひっ……！？　いや、いやだ……先生やめて、それだけはゆるして……』

＠唯那

『それは大事な人と、愛する人とする行為です……一生を添い遂げたい人に捧げたいんです』

＠唯那

『いやっ……いやっ……！　そんなもの近づけないで……汚らわしい……！』

＠唯那

『お、おちんちん……？　いやですっ、そんなの言いません！』　

＠唯那

『ひっ……そんなもの押し付けないで、擦りつけないで……そんなの、入らない……入らないです……！』

＠唯那

『やめてっ、やめなさいっ……誰にも言わないであげるからぁ……』

＠唯那

『あっ、ダメっ……わかりました……せめて、ゴムを……避妊をしてくださいっ』

＠唯那

『お願いっ、お願いですっ……！　処女は差し上げますから、避妊だけは……！』

＠唯那

『やだっ、やだっ……押しつけないでっ……どうしてこんなに大きくなっているの……？！』

＠唯那

『こんなのが入るなんて嘘……死んじゃう、こんなの入れたら死んじゃう……やめて、やめてぇぇぇ！』

＠唯那

『うぁああっ！　ああああっ！　あぁああっ……！　イヤ、イヤぁああああああああっ！！』

＠唯那

『無理やり……入ってくる……っ、苦しいっ、熱いっ……おまんこ壊れちゃうぅぅ……っ』

＠唯那

『あぁあっ……やぁっ……あぁぁっ……！！　息、できな……、はぁ、はぁっ、はあっ……』

＠唯那

『はーっ、はーっ、あっ、あ……イヤっ……抜いてください、抜いてっ、やめてっ……！』



＠唯那

『赤ちゃんできちゃう、できちゃうからぁ……私、今日、危険日……だから……』

＠唯那

『ダメっ、ダメなの……先生の赤ちゃんできちゃうっ、だから……許して、せんせい……』

＠唯那

『あ……あ……ふぁ……おちんちんが、抜けて……』

＠唯那

『せんせい、許してくれるの……？　おまんこが熱くてジンジン痺れてる……』

＠唯那

『あっ！？　あぁああっっ……あぁっ！！　ど、どうしてっ、イヤ、イヤぁあっ！』

＠唯那

『一気に奥まで……！　おちんちんを捻じ込まないでぇ……！　あふっ、あっ、あっ……！』　

＠唯那

『イヤっ、いやっ！　あっ！　あっ！　いやぁああっ！　激しくっ……身体を揺すって……』

＠唯那

『あふっ、あっ、くっ！　ふっ、ふぁっ、やぁああっっ、突き上げられるぅ……あふっ、あぁぁ！』

＠唯那

『え……イヤがればイヤがるほど興奮するって……や、やだやだっ！　やめてっ、やめてやめてっ、うぅうううっ！』

＠唯那

『はぁ、はぁ……はぁ、はぁ……あぁぁぁ……お腹の奥が圧迫されて吐き気がする……苦しい……』

＠唯那

『私の初めてのキスも処女も……こんなふうに奪われるなんて……』

＠唯那

『こんな愛のないセックスで、レイプで初めてが終わってしまうなんて……』

＠唯那

『どうして……？　どうしてこんなことに……私、清く正しく生きてきたのに……？』

＠唯那

『あっ……あっ、あっ……あっ……やっ……やめて……動くの嫌っ……あっ、奥、奥突くのいやあ……っ』

＠唯那

『助けて……誰か……誰か助けて……ぐすっ、ぐす……っ、ふあっ、うっ、あっ、あっ、先生まさか……！？』

＠唯那

『いやっ！　それだけはいやっ！　中はやめてっ、やめてくださいっ、お願いだからっ、中に出さないでっ！　いや

あっ！』

＠唯那

『本当に赤ちゃんできちゃう……先生の赤ちゃんができちゃうからぁぁっ！！』

＠唯那

『うぅぅ……こんなにお願いしてるのにっ……どうして、どうしてやめてくれないの……』

＠唯那

『あっ！？　ふっ、あっ、くっ！　ふっ、ふぁっ……はげしっ……くるしっ……』



＠唯那

『なにっ……中で大きくなってきてる……？！　やめっ、やめてっ……私をこれ以上汚さないでっ……！』

＠唯那

『いやあぁあああああああああああああああああっっっ！！！』

＠唯那

『うああっ……出てるっ……熱いものが私のお腹の中に……びゅーびゅーって……」

＠唯那

『いやぁあっ……やだぁもう出さないで、抜いてえぇ……汚いものを私の中に流し込まないで……』

＠唯那

『……うぅ……ぐすっ……ぐすっ、ひっく……出ちゃ……った……全部流し込まれちゃった……』

＠唯那

『私……先生に処女をささげて……もしかしたら赤ちゃんだってできてしまうかも……』

＠唯那

『当たり前です、先生なんか好きじゃありません……先生なんか大嫌いですっ……うぅ……』

＠唯那

『え、お掃除……？　そんなもの舐めろっていうんですか！？　いやです、そんな汚い……！』

＠唯那

『おちんちんを舐めてお掃除すれば解放してくれる……本当ですか？　信じていいんですね？』

＠唯那

『わかりました。　はい……先生に従います、おちんちんをお掃除、させてもらいます……』

＠唯那

『ん……ちゅ、ちゅ……うぅ……うぅ……、はぁ、はぁ……』

＠唯那

『早く解放して……うぅ……、はぁ、はぁ……ちゅ、ちゅ……うぅ』

＠唯那

『すごく粘っこくて、苦い、変な味……です。……はい、舌出して、いっぱい舐めます……』

＠唯那

『唾液もいっぱい使って舐めます……ちゅ、れろっ、ちゅぴ……れろっ、れろっ……』

＠唯那

『うぅ……精液の味が、口の中に……苦い……気持ち悪い……気持ち悪い気持ち悪いっ……』

＠唯那

『く、口に……入れるんですか……？　咥えてしゃぶるように……？　はい……ぁむ……、んっ、ちゅ……んっ……』

＠唯那

『んっ、んっ、ちゅ……ちゅっ、んっ……はぁ、はぁ……じゅる……じゅるっ……んむぅ』

＠唯那

『じゅるっ、じゅる……、はぁ……ちゅるる、ちゅぴ……じゅるっ、じゅるじゅるっ、じゅる……んむぅっ！』

＠唯那

『いきなり乳首を摘ままないでっ……え、はい、すみません、続けます』



＠唯那

『んっ、んっ……んぅっ……！　ちゅっ、ちゅっ……んぅぅ、乳首を擦らないでっ……』

＠唯那

『はぁ、はぁ……んっ、んふぅぅうっっ、先っぽがじんじんして痺れてきちゃうから……！』

＠唯那

『はぁ、はぁ……んっ、んっ、んぶぅぅっ、んっ！？　どうして、腰を動かして……？！』

＠唯那

『んっ！？　んふぅうっ、んっ！　んっ！　んぶぅううっ、んぐぅうっ、んっ、んーっ！！　んんぅぅうっ！』

＠唯那

『おちんちんがまた……大きくなって……んぶっ、んーっ、んっ、んふぅうっ、んんぅぅうううううっ！！』

＠唯那

『んぶぅううううううううううううっっ！！　んーっ！　んーっ！　んんんんっ！』

＠唯那

『んーふっ、んーっ！　ふーっ、ふーっ！　ふーっ！　んふぅううっ！』

＠唯那

『んっ、んくっ、んぅぅうう……んくっ、んくっ、ごくんっ……んくっ、ごくんっ』

＠唯那

『うぅぅ……はぁ……、はぁ……、うぅ……あぁ……飲んじゃった……口や喉まで汚されちゃった……』

＠唯那

『あ……手錠……先生、解放してくれるんですね』

＠唯那

『早くシャワーを浴びて、口をゆすぎたいです……』

＠唯那

『大丈夫です、誰にも言いません。今日のことはお互い忘れましょう、ね……？』

＠唯那

『あっ、いやっ……どうして写真なんか……！』

＠唯那

『先生、私を脅迫されるんですか……写真を使って、どんなふうにでも私の人生を傷つけられると……』

＠唯那

『解放してくれる気はないんですね……う、うぅ……わかりました、まだ何をすればいいんですか』

＠唯那

『うつぶせになってお尻を向ける……？　はい、わかりました……』

＠唯那

『あっ……！？　ど、どうして、指でお尻の穴をくすぐってるんですか……？』

＠唯那

『まさか、お尻の穴で……？やだ……やだ、やめてください……そんなひどいことしないで、先生……！』

＠唯那

『うそ、うそです……！そんなとこ気持ちよくなるわけないです……お尻の穴はそんなことするところじゃ……』



＠唯那

『あっ、あっ……いや、いやあぁっ……入って、くる……っ、指っ……太いのぉ……』

＠唯那

『だめっ、だめっ、あっ、あっ……怖い……怖い、怖いっ……』

＠唯那

『気が遠くなりそう……！　はぁ、はぁっ、はあっ……はぁっ、はぁっ……あっ……あっ！？』

＠唯那

『今の……何ですか？　お腹の奥がじわ～って熱くなって……あっ、あっ、んっ』

＠唯那

『はぁ、はぁ……はぁ……お尻の穴を弄られてると、力が抜けちゃいます……』

＠唯那

『あっ……あっ、だめ……おしり……すごく……すごく……あっ、あっ、ふあぁんっ』

＠唯那

『あぁ‥…お尻に、おちんちんが……ごしごしこすりつけられてる……』

＠唯那

『ああ……あ……また、おちんちんが……おまんこに入っちゃう……っ』

＠唯那

『あっ、あっ、あっ……あぁああああああああああああっ……ふあぁあぁああんっ』

＠唯那

『あぁああっ……はぁ、あぁっ……あぁぁっ……何……？　どうして……？　さっきと、なんだか違う……』

＠唯那

『お腹の奥が熱い……痒いみたいにジンジンする……頭がピリピリしちゃう……』

＠唯那

『ふあっ……お尻っ……お尻の穴ぁ……いじるのやめてくださぃい……なんだかヘンなんですぅ……』

＠唯那

『おまんこにおちんちん入れられて、お尻の穴を弄られるの……あ……頭おかしくなりそうっ……変なんですぅうっ』

＠唯那

『やめてっ……お願い……お願い、やだ、やなのっ……やだやだっ……あっ、あっ……！　やだああっ……！』

＠唯那

『こんなに言ってるのにどうして止めてくれないのぉ……何かきちゃう、知らないのがきちゃいそうなのっ……！』

＠唯那

『いじるのヤっ！　やあっ！　だめっ！　だめえぇぇっ！　くるっ、きちゃうぅぅぅぅ！』

＠唯那

『あぁっ！　あっ！　あっ……ふぁああぁああああああああああっっ！！』

＠唯那

『え、何……何これ……！？　身体が勝手にガクガクする……頭のなか真っ白になるっ……』

＠唯那

『あぁあああっ、ああああああっっ！　あーっ、ああああぁぁんっ』



＠唯那

『声がっ……！　止まらない……！　身体がびくびくして、止まらないよぉ……！』

＠唯那

『あっ、あっ……お腹溶けちゃいそうに熱い……何これ……何これぇ……！』

＠唯那

『ふぁあ……あっ、あっ……あっ！　やっ！　あっ！　おちんちんの感覚が……！　中で暴れてるの……分かる…

…！』

＠唯那

『熱くて大きくて、おまんこの奥ずんずんって突き上げて……あっ！　あっ！　あぁっ！　やあっ！』

＠唯那

『おちんちん動くたびに声が出ちゃうよぉ……恥ずかしいのに我慢できないよぉ……！』

＠唯那

『あっ、あっ……あっ、あっ……！　やめてぇ……もうやめてよぉっ、おちんちんずんずんしないでよぉ』

＠唯那

『うぅっ、うっ、うっ、深いっ……んぅっ、くっ、ふっ、苦しい……うっ、うんっ！』

＠唯那

『うぁっ、あっ……うくっ、ふぅうううっ……、犯されてる……私、お腹の中全部犯されちゃってる……』

＠唯那

『ふぁあ……あっ、あっ……はい、そうですぅ……さっきからずっと……私……』

＠唯那

『うぅうう……イッてるぅ……イッてます……処女なのに……レイプされてお尻で感じてイキましたぁっ……』

＠唯那

『もう許して……せんせい、お願いもう許して……あああっ、あっ、あっ……！　うぅうううっ！』

＠唯那

『おっきぃの……また、中で先生のおちんちんおっきくなってるっ……苦しいっ……』

＠唯那

『おまんこが拡がっちゃう、大事な子宮潰れちゃう……いじめないで……優しくして……』

＠唯那

『あっ、あっ！　あぅっ！　やぁっ！　奥っ、奥までっ！　うぅっ！　うぁっ、あああっ！』

＠唯那

『あ、あぁあああっ、お尻やだぁ……お尻の穴広げちゃやだっ、中見ないでぇ……あっ、あっ！』

＠唯那

『あぅ、あうぅううう……イクぅ……またイク……イッちゃう……いっしょ……いっしょに？』

＠唯那

『いやっ……！　いやあああっ……！　もう中出しいやぁっ……中はやめてっ、やめてぇ！』

＠唯那

『だめっ、だめっ、だめっ、うぅうううっ、ああっ、ああああああああああっ！！』

＠唯那

『いやぁぁぁぁぁ！　うあぁあああああああああああああっっ！！』



＠唯那

『あぁ……あ……お腹にまた……出てるっ……精液ビュービュー出てるぅ……』

＠唯那

『あぁあ……あぁ……あ……たくさん、溢れてきてる……』

＠唯那

『はぁ、はぁ……あぁ……はぁ……精液でお腹いっぱい……はぁ……はぁ、はぁ……』

＠唯那

『先生、これで……終わりですよね？解放してくれるんですよね？』

＠唯那

『え、明日……？またここに来るんですか……？！　そ、そんな……！』

＠唯那

『お尻の穴でする準備……って……？　お尻の穴でセックスするんですか……！？』

＠唯那

『わ、わかりました……はい、ア、アナルセックスできるように、綺麗に、準備してきます……』

＠唯那

『……はい、ご主人様って呼びます……私はご主人様のセックス専用生徒会長ですっ……！』

＠唯那

『うぅ……許さない……なにがご主人様よ、セックス専用よ……気持ち悪い、気持ち悪いっ……！』

＠唯那

『先生のこと……絶対に許しませんっ……このクズ……人間のクズ……！　うぅ……ううぅ……！』

【パート２】

＠唯那

『やめてっ……やめてください、抱き付かないでっ……耳に息を吹きかけないで、お尻を触らないでっ……』

＠唯那

『ここは水泳部の女子更衣室ですっ……どうして入ってきてるんですか……！』

＠唯那

『わ、私はっ……今日は部活が休みでっ……一人で泳ぎたかったから……』

＠唯那

『あなたこそっ……私を追いかけてきたんですか…………えっ、まさか……』

＠唯那

『ど、どこから見ていたんですか！？　まさか私が着替えているところを……』

＠唯那

『ちゃんと陰毛処理してあって綺麗だったですって……うううっ……この変態クズ教師……！』

＠唯那

『絶対に、絶対に許さないっ……犯罪者として必ずあなたに裁きを……ひあぁぁんっ！？』

＠唯那

『やめっ、やめてくださいっ……ひああっ……ちくび、水着の上から擦らないでっ……』

＠唯那

『ごめんなさい、ご主人様ってちゃんと呼びます……ちくび強く擦るのやめてくださいっ……』



＠唯那

『んんっ……水着で密着してるから……感じやすいんですっ……ふあっ、ふああっ……』

＠唯那

『水泳中にどこかに……少しちくび触れただけでも……痺れるような甘い感覚にとらわれて……んっ、んっ、んっ…

…』

＠唯那

『ちくびが立ってしまいそうで……いつも我慢してるんですっ……ふああんっ……』

＠唯那

『水着で……胸が締め付けられて苦しいけどっ……ちくびに感じる甘い感覚が忘れられなくて……でもそんなこと知ら

れたくないっ……』

＠唯那

『胸が大きくて、部活中にちくびでいつも感じているはしたない女だと思われたくないのっ……私は生徒会長なんです

からっ……』

＠唯那

『んあっ……ちくび立っちゃいました……こんなにビンビンに……くっきり……ちくびいやらしい……』

＠唯那

『こんなの恥ずかしいです……裸になるより恥ずかしい……見ないでください、ご主人様ぁ……』

＠唯那

『ふあっ、ふやぁぁ……！　ちくび摘ままないでっ……水着で滑って……いつもより感じますっ……』

＠唯那

『ふあっ、ふあああっ、あああんっ、あっ、あっ、あっ……ちくびの周りを撫でられるの……ぞわぞわってする……』

＠唯那

『んあああっ……！　またそんなにちくびを強く摘まんでっ……あっ、あっ、あああんっ、ふあああっ……』

＠唯那

『あっ……！？　いやっ、そこは……！　ち、違います、染みなんかできてませんっ……感じて濡らしてなんか……！』

＠唯那

『ふぁぁんっ……くちゅくちゅしないでぇ……いやぁ、んはぁ、あっ、あっ、あっ、んはぁぁぁ……』

＠唯那

『どこって……お、おまんこです……おまんこに、指を入れないでっ……もう触っちゃだめぇ……あっ、あっ、あっ…

…』

＠唯那

『ひぁ、ひぃあああんっ……ちくびっ……おまんこ一緒にいじったら……指がっ気持ちよすぎて……あっ、やんっ、

あぁぁんっ』

＠唯那

『た、立ってられませんっ……お願いです、座らせてください……』

＠唯那

『はぁ、はぁ、はぁ……え……は、はい……はい、言われた通り準備してあります……』

＠唯那

『朝にちゃんと綺麗にしてきました……どこって……その……ア、アナルです……』



＠唯那

『四つん這いでお尻を向けるんですか……？　……わかりました、アナルのチェックお願いします……』

＠唯那

『どうぞ、生徒会長、皇唯那のアナルです……じっくり御覧くださいっ……』

＠唯那

『……ほ、本当にお尻の穴でするんですか……？　お尻の穴でセックスできるんですか……信じられません』

＠唯那

『昨日はアナルいじられて気持ちよさそうだった……！？　ち、違います、感じてなんかっ……！』

＠唯那

『オナニーするときに……おまんこと一緒にいじったりしてました……そうすると身体がビリビリってして気持ちいいんで

す……』

＠唯那

『ひあっ！？　だめっ、やめてっ、アナルを指で拡げないでっ……！』

＠唯那

『ピンク色でヒクヒクして可愛いだなんて……はしたないこと言わないでっ……んんんっ……』

＠唯那

『息を吹きかけないでぇ……ゾワゾワして、身体から力が抜けちゃうぅぅぅ……』

＠唯那

『ひあっ、あっ、あっ、あっ、アナル舐めないでっ……！　そんなところ汚いっ……ひあぁぁんっ』

＠唯那

『あぁああっ……はぁ、あぁっ……あぁぁ……また……お腹の奥が熱い……痒いみたいにジンジンする……身体がピリ

ピリしちゃうぅ……』

＠唯那

『ひあっ、あっ……アナル舐められるの、気持ちいい……舌がにゅるにゅる動いてる、穴をほじくられてるぅぅ……』

＠唯那

『ひあぁぁあんっ……舌の先で、穴をつぷつぷしないでっ……それ気持ちよすぎて……頭真っ白になりそう……！』

＠唯那

『あっ、あっ、あっ……あぁああああああああああああっ……アナルいいっ……ふあぁあぁああんっ』

＠唯那

『ふぁあ……あっ、あっ……あっ……おまんこから愛液が溢れてとまらない……どろどろって栓が抜けちゃったみたい

にっ……』

＠唯那

『んっ、んっ、うっ、んぅ……下半身の感覚が無くなって……んひぃ、んひぃ、んひぃぃぃぃ……』

＠唯那

『あっ……お尻に、おちんちんがっ……この前より熱いっ……ギンギンに硬くなってるのがわかるっ……』

＠唯那

『ふああっ……おちんちんでアナルをくちゅくちゅしないでっ……穴を掘り返しちゃダメぇ……！』

＠唯那

『うぁっ、あっ……うくっ、ふぅうううっ……入れられちゃう、おちんちん、アナルに入れられちゃうぅ……』



＠唯那

『あっ、あっ、あっ、あぁああああああああああああっ、入ってきたっ……！　ふあぁあぁああんっ！』

＠唯那

『く、苦しい……お腹苦しいっ……おちんちん大きすぎてっ……息がっ、できないっ……あふっ、おふっ……！』

＠唯那

『動かっ……ないでっ……今、動かれたらっ……あっ、あっ、あっ、あっ、うっ、うっ、うっ……』

＠唯那

『んんんっ、んふぅ、んふぅ……ふっ、ふっ、ふっ、ふっ……んっ、んっ、んうっ……ひ、ひぁ、ひあぁぁぁん！』

＠唯那

『い、今のはっ……！　違いますっ……私はアナルセックスで気持ちよくなってなんかっ……』

＠唯那

『んひぃ、んひっ、んひいぃぃぃいっ……ごめんなさい、嘘ですっ……ケツ穴マンコ気持ちいいですぅぅぅ……』

＠唯那

『んほっ、んおっ、んおおぉぉ……ケツ穴マンコにおちんちん埋め込まれて……子宮がきゅんきゅんします……』

＠唯那

『んっ、んっ、んぅ、ケツ穴マンコ……気持ちいいですっ……！　ゾクゾクしますっ……ひあっ、ひああああっ……』

＠唯那

『か、鏡を見ろ……？　……私、なんて顔をしてるの……犬みたいな恰好でアナルにおちんちん入れられて腰打ち付

けられてる……』

＠唯那

『普段みんなで部活を頑張ってっ……おしゃべりしている更衣室で……アナルセックスして……メスの顔で蕩けてよ

がってる……』

＠唯那

『これが私なの……？　私がこんなっ……はしたない、盛ったメス犬みたいなっ……んぁっ、んあっ、おふっ、ふぉっ、

んぉおおっ』

＠唯那

『んぉほっ、おっ、おおぉぉっ！　ケダモノっ……こんなのケダモノのセックスです……あぁあ、んぉおおおおおっっ♪』

＠唯那

『あっ、あぁあああっ、イクイクイクっ、アナルでっ、ケツ穴マンコでイっちゃいそうですぅ……！』

＠唯那

『んひぃ、んおおおおぉっ……！　だめっ、中出しはダメっ……アナルでもダメぇ、中に出すのはやめてぇ……！』

＠唯那

『んあぁぁぁぁっ！　ダメ、ダメっ、外にだしてぇ、ケツ穴マンコに精液出さないでぇぇぇ……！』

＠唯那

『んぉほっ、おっ、おおぉぉっ！　おんんっ、んぉっ、んほぉおおっ！　ケツ穴マンコイクぅぅぅぅぅぅ！！』

＠唯那

『おぉお、おあああっ、んおおおおおおおおおおおおおおっっっ♪』

＠唯那

『ふあぁあああああああああああああっ……あっ、あっ、あっ……あっ……』



＠唯那

『ふっ、ふっ……お尻の中に……精液がたくさんあふれて……やだ、やだぁ……漏れてきてとまらないぃぃ……』

＠唯那

『こんなのやだぁ……恥ずかしい……犬が粗相をしたみたい……私こんな女じゃないのにぃ……』

＠唯那

『うぅ……ベンチも床もびしょびしょ……お掃除しなきゃ……部活のみんなが使うんだから……』

＠唯那

『え……お掃除、手伝ってくださるんですか……？　あ、ありがとうございます、ご主人様』

＠唯那

『……今は、先生と呼んで、いいんですか……？　はい、先生……一緒にお掃除……お願い、します……』

【パート３】

＠唯那

『制服脱いで、下着だけになりました……これでよろしいですか』

＠唯那

『学園の保健室でこんな格好……いつ誰がくるか、わからないのにっ……恥ずかしい、です……』

＠唯那

『可愛いおっぱい……？　そんなうそですっ……昔から大きな胸がコンプレックスで……』

＠唯那

『こんな大きな胸なんてっ……男性からは変な目で見られるし、同じ女性からも時々妬まれて……！』

＠唯那

『ひゃっ……や、やめてくださいっ、そんな可愛い可愛いって何度も言わないでくださいっ……』

＠唯那

『可愛くて綺麗……？　そんな、そんなことっ……！　こんな大きいだけで役に立たないものがそんなっ……』

＠唯那

『……ご主人様は私のおっぱい、好きですか……？　私のおっぱい……愛してくださいますか……？』

＠唯那

『ありがとう、ございます……たくさん私のおっぱいを愛してください、気持ちよくさせて、ください……』

＠唯那

『ふあんっ……ちくび、指で撫でて……ぞくぞくしますっ……ふあっ、んっ、んっ、んんっ……』

＠唯那

『ちくびの先っぽ……カリカリされるの気持ちいい……ふあっ、ふやぁぁ、ふやぁぁぁんっ……！』

＠唯那

『ちくびっ……カリカリ……もっとしてぇ……ひぁ、ひぃあああんっ……あっ、やんっ、あぁぁんっ』

＠唯那

『ひあぁぁんっ…‥ちくびクニクニって摘ままれるの気持ちいい……摘ままれるたびに身体がびくびくってします……』

＠唯那

『あっ、あっ、あっ……ふあぁあっ……ちくびいいっ……ちくびもっとしてぇ……ふあぁあぁああんっ』

＠唯那

『んんんっ、んふぅ、んふぅ……ふっ、ふっ、ふっ、ふっ……ダメっ……ちくびだけで、ちくびだけでイっちゃう……』



＠唯那

『んっ、んっ、んうっ……ひ、ひぁ、ひあぁぁぁん、ちくび、イクっ……！　イクイクイクぅ……！』

＠唯那

『ふあああっ…‥‥ふあぁああああああああああああ……ふあぁあぁああんっ……』

＠唯那

『ふぁあ……あっ、あっ……あっ……ちくびだけで……イっちゃいましたぁ……こんなの知らないです……』

＠唯那

『初めてのオナニーでイッたときくらいの快感でした……ちくびがクセになっちゃいそうです……ご主人様のばかぁ…

…』

＠唯那

『私だけ気持ちよくなって、イっちゃってごめんなさい……ご主人様も気持ちよくなってください、おちんちん出して…

…』

＠唯那

『ふあっ……なんて大きさ……びくんびくんって跳ねて動いてます……まるで別の生き物のようです』

＠唯那

『先っぽからお汁が出てます、すごいオスの匂い……こんなの嗅いだら……メスにされちゃいます、おちんちんいただ

きます……』

＠唯那

『ああむっ……ぺろ、ぺろぺろっ、れろっ、れろっ、れろっ、ちゅ、ちゅ、ちゅっ、ちゅうっ……』

＠唯那

『口をすぼめて……吸い出すみたいにっ……じゅるっ、じゅるっ、じゅるるるるっ、ちゅ、ちゅ、ちゅっ、ちゅうっ……！』

＠唯那

『バキュームフェラって言うんですよね……勉強しました……じゅるっ、じゅるっ、じゅるっ、じゅるるるるっ……』

＠唯那

『ぷはっ……次は、キャンディーを舐めるみたいに裏筋を丁寧に……れろっ、れろっ、れろっれろっれろっ、れろっ…

…』

＠唯那

『タマタマも大事に、大事に……ぺろ、ぺろぺろっ、れろっ、れろっ、れろっ……タマタマ吸っちゃいます……ちゅ、

ちゅ、ちゅっ、ちゅうっ……』

＠唯那

『パンパンに膨らんで熱くなった亀頭、私の舌で冷まして差し上げます……ちゅるっ、ちゅ、ちゅ、ちゅっ、ちゅうっ、

ちゅるるるっ……』

＠唯那

『ふああっ……先っぽからお汁があふれて止まらないっ……もっと吸わないとっ……じゅるっ、じゅるっ、じゅるるる

るっ』

＠唯那

『おちんちんがお口の中でドクドクって脈打ってます……れろっ、れろぉぉっ……れろっ、じゅるるるっ……』

＠唯那

『じゅぅぅ、じゅるるるるっ……んくっ、んくっ、ちゅっ、ぢゅるるるるるっ、じゅるるるるるるっ』

＠唯那

『ふうんんんんっ……！　じゅぅぅ、じゅるるるるっ、じゅるっ、じゅるるるるるっ、じゅるじゅるじゅるっ』



＠唯那

『んんんんんんんんんんんんううううううっ！！』

＠唯那

『んんっ……んっ……んくっ、んくっ、んくっ……ごくっ、ごくんっ』

＠唯那

『ぷはぁっ……はぁ、はぁ、はぁ……たくさん出ました……お口に精液たっぷり出ました……』

＠唯那

『お口いっぱいの精液の匂い……たまらないです……この匂い嗅がされると身体から力が抜けて……メスになっちゃ

うんです』

＠唯那

『全身が性感帯になっちゃうんです……セックス専用生徒会長になっちゃうんです……♪』

＠唯那

『パイズリフェラですね、わかりましたぁ……私のおっぱいで気持ちよくなってください……♪』

＠唯那

『んっ……あっ……すごぉい……おっぱいの間からおちんちんが飛び出てます……亀頭がぴょんって……可愛い

♪』

＠唯那

『あっ……先っぽに精液少し残ってますっ……んっ、ちゅっ……れろっ、れろれろっ、ちゅ、ちゅうぅ……』

＠唯那

『おちんちん綺麗になりました……おっぱいでシコシコしますね……んっ、んっ、んっ、んっ、んうっ……』

＠唯那

『んんっ、んっ、んっ、んっ、んっ……はっ、はっ、はっ、はっ、はっ……どうですか、パイズリ気持ちいいですか』

＠唯那

『柔らかくてふわふわ……ありがとうございます、私のおっぱい、いっぱい褒めてくれたのご主人様が初めてです……

♪』

＠唯那

『私のおっぱいがこんなに大きくなったのは、旦那様に可愛がってもらうため、おちんちんを優しく包むためだったん

ですね……』

＠唯那

『んんっ……！　んっ、んっ、んっ、んっ……ひゃっ！？　んっ、んふぅぅぅ……！　ご主人様、ちくび、ちくびはぁぁぁ…

…』

＠唯那

『さっきイったばかりだからぁ……すごく敏感になってて……ふぁあ……あっ、あっ……あっ、あぁぁぁあんっ……！』

＠唯那

『ダメっ、ダメですっ……今は、ご主人様を気持ちよくしてさしあげるんですっ……ひ、ひぁ、ひあぁぁぁん……！』

＠唯那

『ちくび、イクっ……！　ダメっ……んっ、んっ、んうっ……ひ、ひぁ、ひあぁぁぁん、ちくび、イクっ……！』

＠唯那

『んうっ……！？　ふうんんんんっ……！　じゅぅぅ、じゅるるっ、じゅるっ、じゅるるるるっ、じゅるじゅるじゅるっ』



＠唯那

『ちゅ、ちゅうっ、ちゅるるるるっ、ちゅくちゅくっ、ちゅ、ちゅ、じゅる、じゅるるるるっ……んぶっ、んぶぅぅぅぅ！！』

＠唯那

『んぶぅううううううううううううううううううううううっっっ！！！』

＠唯那

『んんっ……んっ……んぐっ、んぐっ、んぐっ……ごくっ、ごくんっ……んぶぁ……すごぉい……さっきより精液多い…

…』

＠唯那

『はあっ……はあ、はあっ……はあ……んあっ、ふあぁあぁぁんっ……ちくびでまたイっちゃいましたぁ……たまんな

いぃ……♪』

＠唯那

『ご主人様と一緒にイケてうれしいです……身体の相性最高ですね……？　……うれしい♪』

＠唯那

『おまんこの準備完了です……ちくびでイキながら、ずっと潮吹いてたんです……ふふっ、はしたない♪』

＠唯那

『今、誰か来ても大丈夫です、ご主人様と私のラブラブセックスを見せつけてあげましょう……♪』

【パート４】

＠唯那

『ご主人様、皇唯那、参りました』

＠唯那

『教員休憩室でお休みのところ……失礼いたします』

＠唯那

『早速ではありますが……セックスお願いいたします♪』

＠唯那

『見てください……ご主人様のお言い付け通り、パンツもブラもつけていません』

＠唯那

『はい、ノーパンノーブラのままずっと……放課後まで過ごしました……』

＠唯那

『ご主人様に開発していただいた乳首が制服でこすれてしまって……』

＠唯那

『私……授業中に何回か軽く乳首イキしてしまいました……♪』

＠唯那

『ほら見てください、ちくびピンピンで、おまんこがグチョグチョで、愛液が滴って止まらなくて』

＠唯那

『ご主人さまにちくびとおまんこいじってほしくてウズウズしてガマンできないのです』

＠唯那

『想像しただけでイキっぱなしの淫乱な生徒会長に、ご主人様の手慰みをいただけませんか……？』

＠唯那

『あっ……ご主人様の指が……私のちくびと、おまんこに……』



＠唯那

『ふああっ……少し触られただけでお尻の穴がキュッとします……身体が期待に疼きます……』

＠唯那

『ふっ、んっ、んっ……ご主人様の指、気持ちいいです……身体が火照ってきます……』

＠唯那

『はぁ、はぁ、あぁ……はぁ……愛液が、太ももを伝って流れ落ちるほど溢れてきてます……』

＠唯那

『はい……たっぷり濡れています……あっ、あっ……おまんこからくちゅくちゅいやらしい音が……』

＠唯那

『うぅん……背中がぞくぞくしてしまいます……はぁんっ、お尻を揉み揉みされると子宮がきゅんっとします』

＠唯那

『あぁ……はぁ、はぁ……はい、私が欲しいもの言いますね、ちゃんと言葉にしないと伝わりませんよね……♪』

＠唯那

『ああっ……こんな言葉を口にしなくてはならないなんてっ……とっても……とっても……興奮しますぅ……！』

＠唯那

『ご主人様ぁ……アナルを……お願いします……アナルを触ってほしいです……♪』

＠唯那

『はい、ご主人様、アナル見えますか？　私のお尻とアナル、じっくり見てください』

＠唯那

『はしたなくお尻振ってお誘いします……ふりふり、ふりふり……ああっ、なんて恥ずかしい、たまらないですっ……』

＠唯那

『あっ……あっ、あっ……ご主人様の指……アナルにずぷずぷ入ってきてますぅ……』

＠唯那

『ふあぁあんっ……！　好きぃ……ご主人様の指にアナルほじられるの好きですっ……！』

＠唯那

『はぁ、はぁっ、あぁっ、あぁ……！アナルに指を入れられておまんこ舐められて子宮がきゅんきゅんするぅ♪』

＠唯那

『んっ、んっ、んぅ、おまんこ……気持ちいいですっ……！　ふあぁっ、クリを甘噛みしたら……！』

＠唯那

『ふぁ、んぁ、はぁ、はぁっ、はぁっ……♪　ああぁ……感じすぎちゃう、愛液が垂れて床に恥ずかしい染みになってま

す』

＠唯那

『ダメです、ご主人様、もうガマンできません……おちんちん……おまんこにおちんちんください……！』

＠唯那

『中出しセックスしてほしいんです、ご主人様の種づけセックスでイキたいんですっ、絶頂アクメさせてください♪』

＠唯那

『あっ……あっ、あっ、入ってきたぁ……きたあっ……ご主人様のおっきいおちんちんが、ゆっくり私のおまんこに…

…』

＠唯那

『んんっ、んああっ、おぉ、おっ、しゅ、しゅごいのぉ……らめぇこれすき、これしゅき、おちんちんしゅきぃぃぃ』



＠唯那

『あぁっ、んおぉ、アナルパールまで……！　アナルがイヤらしく……拡がっちゃうっ……』

＠唯那

『んぉおぉおぉ、おぉおぉっ……おぉおおぉ……全部入ったぁ……んほぉ、んおぉおおおっ♪』

＠唯那

『んほっ、んおっ、んおおぉぉ♪　おまんことアナル一緒に責められるのしゅきぃ……すごいぃぃぃ♪』

＠唯那

『あぁあああああ♪　おまんこがどろどろに溶けちゃうぅぅ、んぐゥ、んほっ、んおおおおっ♪』

＠唯那

『そんなゆっくりじっくりパールをアナルの奥まで入れられたらぁ……んおぉ、おぉっ、ふっ、深いぃぃぃ♪』

＠唯那

『おちんちんもずんずんってきてるぅ、すごいっ、おちんちんすごいのぉ……！　ひあっ、ひああああっ♪』

＠唯那

『アナルパールも、おちんちんも……ぜんぶ奥まで……はーっ、はーっ、あぁあっ、はぁあっ……はぁ、あぁ…』

＠唯那

『ご主人様のお好きなように……もっと、もっと私の身体で気持ちよくなってくださいぃぃぃ♪』

＠唯那

『おっ、あっ……おあっ！　んあっ！　んひぃっ！　んひぃぃぃ！　深いところぉ、深いところでピストンんっ♪』

＠唯那

『おっ、おぅ、おほぅ、すごぉっ、らめぇっ、おっ、おほっ、んおっ、んおぉおおおおっ♪』

＠唯那

『んぉほっ、おっ、おおぉぉっ！　おんんっ、んぉっ、んほぉおおっ！』

＠唯那

『あっ、あっ、あがっ、くふぅんっ！　お腹ッ、お腹がっ、破けちゃいそぅっ、んぉっ、おぉぉおおおおおんっ♪』

＠唯那

『アナルパールがごろごろして、おちんちんがずんずんしてっ、おっ、おっ、おおぉぉっ♪』

＠唯那

『どっちも別々のタイミングで絶妙に突き上げてきてっ、私ずっとイってる、イキつづけてるぅぅぅ♪』

＠唯那

『気持ちいいのがずっと続いて……！お腹苦しいけど気持ちよくてっ……！　これ無理ぃ、耐えられない狂っちゃうぅ

♪》

＠唯那

『んぉほっ、おっ、おおぉぉっ！　熱い、おまんこもアナルも熱いぃ、あぁあ、んぉおおおおおっっ♪』

＠唯那

『んっ、んひぃ、んひぃぃぃ！　やあっ、パール抜くのゆっくり、ゆっくりじゃないとだめぇ……！』

＠唯那

『アナル壊れちゃう……！　お願いです、ゆっくり抜いてくださいっ……』

＠唯那

『ふああっ！？　ひああああっ！？　んひいいいいいい！』



＠唯那

『ごめんなさい、わがまま言ってごめんなさいぃ、ご主人様に意見してしまってごめんなさいぃぃぃ』

＠唯那

『んぅ……ちょっぴりお漏らししちゃいました……粗相までしてごめんなさい……』

＠唯那

『はい……一気に抜いて……大丈夫ですっ……アナルが壊れるくらい思いっきり……』

＠唯那

『おっ、あっ……んぁっ、んあっ、おふっ、ふぉっ、んぉおっ……抜かれちゃうぅぅぅ』

＠唯那

『おふっ、おふっ、抜ける、抜けます、アナルパール抜けちゃう、引き抜かれちゃう♪》

＠唯那

『んぉおぉおぉおおおおおおおおおおおおおっっっおっ、おほおおおおおおおっ』

＠唯那

『おしりが壊れりゅぅうぅううううううぅうぅうううぅううぅううっっ♪』

＠唯那

『んひぃ、んおおおおぉっ、だめっ、これきもちよすぎるっ♪　ばちばち弾けてるっ』

＠唯那

『おあああっ、さらに、激しいピストンっ……！　んおっ、くあぁ、あぁ、おああああっ』

＠唯那

『溶けちゃう、気持ちよすぎて脳みそ溶けちゃう、おあああっ、んあぁあああっ♪』

＠唯那

『おまんこもアナルもグチョグチョ、おちんちんすっごい気持ちいいっ♪』

＠唯那

『んぉっ、おっ、おほぉおっ♪　しゅきっ、しゅきぃいいっ、ご主人様しゅきぃぃぃ♪』

＠唯那

『しゅきしゅきっ、ご主人様とのセックスだいしゅきぃぃぃ♪』

＠唯那

『あぁあああっ、イクイクイクっ、いくのおぉおおおおっ、イクゥゥゥゥ♪』

＠唯那

『ご主人様も出して、濃いのたっぷり出して、一緒に、一緒にぃぃ♪』

＠唯那

『おぉお、おあああっ、んおおおおおおおおおっっっ♪』

＠唯那

『あぁあああああっ、でりゅっ♪　おしっこでりゅぅうぅうううっ♪』

＠唯那

『ふあぁあああああああああああああああっ……あっ、あっ、あっ……あっ……』

＠唯那

『いっぱい出たぁ……気持ちよすぎておもらししちゃいましたぁ……』



＠唯那

『あぅんっ、おまんこが精液まみれです……赤ちゃん出来ちゃいます……』

＠唯那

『私は、すめらぎけの……清く、正しく、美しく生きなきゃいけないのに』

＠唯那

『おまんことアナル同時責めからの絶頂とおもらし……最高に気持ちいいよぉ……♪』

＠唯那

『今までこんな気持ちいいこと知らずに生きてきたなんて……人生損してましたぁ』

＠唯那

『んひぃっ♪　ごしゅじんさまぁ……おしりぃたたかないでぇ……』

＠唯那

『んひぃぃぃい♪　ごめんなしゃいっ、絶頂アクメ決めてバカになっちゃってごめんなさいぃ♪』

＠唯那

『はぁ、はぁ、はぁ……はいご主人様、わかっています……私のおまんこ撮影ですね』

＠唯那

『まんぐり返しの恰好でしたら、私のおまんこ見やすいですか？脚も大きく広げます……』

＠唯那

『ああっ……なんてはしたない……恥ずかしいポーズ……淑女のする恰好ではありません』

＠唯那

『でもたまらない……！おまんこがうずきます……ご主人様に中出ししていただいたおまんこです……』

＠唯那

『おまんこを拡げます、どうですかしっかり見えますか……ご主人様の精液がまだ溢れてきてます』

＠唯那

『いっぱい精液出してくださって、ありがとうございます、こんなに出されたら孕んじゃってますね』

＠唯那

『あっ……ああっ……あっ……こんな恥ずかしい格好、撮られて感じるなんてっ……』

＠唯那

『なんて無様な……私こんな人間になってしまったのですね、いえ、元々こういう女だったのですね』

＠唯那

『でも、どんな恥ずかしくて無様な姿でも、心が強くあれば……』

＠唯那

『心さえ気高くあれば、清く正しく美しくあれますよね♪』

＠唯那

『そうですよね、ご主人様、私にメスとして大事なことを教えてくれたのはご主人様です……』

＠唯那

『だから……♪　皇唯那は、ご主人様に服従いたします……♪』

＠唯那

『どうぞ、これからもずっと、ずっとかわいがってください、たくさんセックスしてください♪』


